



























2003 年 4 月 22 日〜5 月 8 日に、科学技術動向研究センターの専門家ネットワークのアンケート機能を用いて実施
し、217 名から回答を得た。
なお、先端的計測・分析機器とは、質量分析装置、X 線回折装置、核磁気共鳴装置、液体クロマトグラフィー、紫外・可
視分光光度計、DNA 増幅装置、DNA シーケンサー などを指す。
3. 調査結果概要
(1) 日本製機器の使用状況について
○研究に使用する機器のうち、7 〜 8 割以上について日本製が存在する (日本のメーカーが生産・販売している) とい
う回答が半数を超える。分野により差がありナノ・材料では約 7 割に対し、ライフサイエンスは5 割弱にとどまる。
○この 10 年間では、日本製機器の存在率は増加または横ばいと見る回答者が多い。























































1. 英国 (6 月 9 - 10 日、貿易産業省科学技術庁・議会科学技術局・マン
チェスター大学訪問)






























り、官民合わせた野心的 R&D 投資目標 (GDP 比 3%) の設定、その実現に向





















(NSF) が OECD の検討作業に積極参入する動きが見られることであ













我が国では 1970 年代の初め、科学技術庁 (当時) により、デルファイ法による大規模な技術予測が開始され、約 5 年




















































・7/3 Prof. Edward G. Krubasik: 独国シーメンス社
Dr. Ralph Guendling: 独国シーメンス社駐日代表
Dr. Roland Kircher: 独国シーメンス社技術推進室長
・7/18 Dr. Steven W. Collins: 米国ワシントン大学ボセル校教養学部助教授
北陸先端科学技術大学院大学にて滞在研究中)
○ 講演会・セミナー
・7/ 4 「Research Activities of Semiconductor Optical Routing Devices at Yale University」
塚本 弘範: Yale University Dept．of Electrical Engineering Senior Research
Scientist
・7/ 8 「2000 年から 2010 年へのゲノム革命とそれに対応する研究組織のあり方」
児玉 龍彦: 東京大学先端科学技術研究センターシステム生物医学ラボラトリーディ
レクター
・7/14 「札幌 IT クラスターの現状と課題」
青木 由直: 北海道大学大学院工学研究科教授 / 高橋 昭憲: (株) データクラフト
代表取締役










高橋 聡: 中央大学非常勤講師 / 中野 幸紀: 関西学院大学教授
・7/29 「国際水ビジネスと日本 〜民営化の波〜」









中村 健太: 政策研臨時雇用職員 (一橋大学大学院経済学研究科博士課程)
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術動向 2003 年 7 月号」(7 月 28 日発行)
 特集 1 人間中心のユビキタス・コンピューティングへ向けて - パラダイム変化を国際
技術競争力向上のチャンスに -
6
 情報通信ユニット 亘理 誠夫
 特集 2 材料の国際標準化からみた国際戦略の現況と課題
 材料・製造技術ユニット 玉生 良孝
○ 政策研ホームページ (HP) 拡充のお知らせ
7 月末に政策研 HP を主要研究テーマ解説ページを作るなど一新しました。是非ご覧くださ
い。
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会 (政策研ニュース担当: 情報分析課news@nistep.go.jp)
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